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実大免震減衰部材の多数回繰り返し加振実験 

 
１．はじめに 

1983 年免震建築第一号「八千代台免震住宅」の完成以来，いくつかの過去の地震災害において、免

震建築物はその性能を発揮し、被害の軽減に大きく貢献しています。2011 年東北地方太平洋沖地震に

おいても、その効果は例外ではありませんでした。 

しかし、近い将来には，南海トラフ巨大地震において、数秒から十数秒の長い周期のゆれが含まれ、

地震動の継続時間が数分から十数分程度となる長周期地震動が発生することが予想され、2011 年東北

地方太平洋沖地震での地震動を上回る揺れが免震建築物に加わる可能性があります。それらの地震に

備え、免震部材の性能評価を行い、品質の確保と試験方法の整備を行うことが喫緊の課題となってい

ます。 

本実験では、国土交通省建築基準整備促進事業の一環として、実大の免震部材の長周期・長時間地

震動に対する繰り返し変形能力やエネルギー吸収性能を詳細に把握することを目的に、Ｅ－ディフェ

ンスによる免震部材の多数回繰り返し加振実験を行います。 

これまで実大免震部材の動的・多数回繰り返し加振実験は、試験装置の能力の制約により殆ど実施

されておらず、一連の実験は，実大免震部材を用いた世界初の試みです。今回は、実大免震部材のう

ち、減衰部材について加振実験を行い、その特性を把握し、免震建築物の安全性向上に役立てます。 

 

２．実験概要 

長周期地震動に対する免震建築物（図１）の安全性照査の設計基準値設定へ向けて、多数回繰り返

し加振実験および限界性能実験を行います。 

今回の実験の対象となる免震減衰部材は、鉛ダンパー（写真１）と２種類のオイルダンパー（写真

２）です。これらの免震減衰部材を、反力梁（図２主梁と受梁）と震動台テーブルの間に設置し（図

２、図３）、震動台テーブルを所定の動きで作動させることで免震減衰部材を強制加振し、荷重と変

位の関係やエネルギー吸収特性を把握します。実験状況（前年度までに実施したもの）を写真３に示

します。 

通常、Ｅ－ディフェンスでは、震動台テーブルに実大建築物を搭載し、地震動で揺らし建築物の挙

動や地震による破壊現象を再現させますが、今回の実験においては震動台テーブルを動的な加振装置

として用いることが特徴となります。 

一連の実験は、４日間の実験日を予定していますが、今回公開する実験は、試験体としてオイルダ

ンパー（写真２ (b)オイルダンパーその２）を用いた時の繰り返し加振実験（４連動地震による免震

建築物の応答変位波を使用 図４）です。 

なお、昨年度実施したＥ－ディフェンスの長周期化工事（プレス発表資料 2013 年 3月 4日参照、別

添）により、長周期地震動に対応した長時間の繰り返し加振が可能となり、今回の実験の目的に合致

する加振が実現可能となりました。Ｅ－ディフェンスが本来持つ載荷能力により、多数回繰り返し加

振実験により免震部材の破壊をも考慮した限界実験も行えるなど、その能力を最大限に発揮する新た

な利用方法の可能性を示す実験でもあります。 
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参考図 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

(a)オイルダンパーその１ 

(b)オイルダンパーその２ 

写真２ オイルダンパー 外観 

写真１ 鉛ダンパー 外観 

図１ 免震建築物概要 

免震層（免震支承と減衰材などを設置） 

①免震支承 

 揺れを伝えにくくし、建物を支え、

元の位置に戻す役割 

②減衰材 

 建物の揺れを抑える役割 
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図２ 加振実験用反力梁設置状況 

図３ オイルダンパー設置状況 

オイルダンパー 

震動台 

主梁（固定側） 

反力治具（加振側） 

加振 
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写真３ 実験状況全体図（前年度までの実験） 

 

 

 

図４ 免震建築物における免震層の応答変位波形（４連動地震を想定） 


